
北海道美深高等養護学校あいべつ校 

平成 30年度 学校公開研究会開催要項 
 

 

１ 目的 

（１）本校の校内実践研究における中間報告を行い、地域からの評価を活用して改善を図る。 

（２）特別支援教育（本校）への理解・啓発を図り、センター的役割の充実を目指す。 

 

２ 日時 

   平成 30年 12月 14日（金） 9：00～16：00 
 

３ 研究主題 

   生徒の自立や社会参加に向けた教育課程の編成～指導の根拠を明確にした指導内容の精選と改善～ 

 

４ 会場 

   北海道美深高等養護学校あいべつ校 

 住所 〒078-1403 上川郡愛別町字南町 27番地 

   電話 （01658）6-5811 

 

５ 日程 
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６ 公開授業（2、3、4校時） 

   １年産業総合科「国語」「作業学習」 

   ２年産業総合科「作業学習」 

   ３年産業総合科「数学」「作業学習」 

 

７ 開会式、学校紹介、全体会、閉会式（体育館） 

   開会式（開式の言葉、学校長挨拶、閉式の言葉、諸連絡） 

   学校紹介（生徒によるプレゼンテーション：１学年） 

   全体会（校内実践研究について、質疑応答・意見交流） 

   閉会式（開式の言葉、学校長挨拶、閉式の言葉、諸連絡） 

 

８ 講演会（体育館） 

   演題 「あいべつ校開校からの成果と今後の展望（仮）」 

   講師 北海道釧路鶴野支援学校  校長 櫻田 拓也 氏 

    本校は開校から５年が経ち、地域からの多大な支援を受けながら、「いつの時代も選ばれる学 

校」を目指して教育課程の精選を行ってきました。 

開校準備の段階から本校の教育課程と地域における学校の在り方について考え、将来を展望 

した学校づくりを推進してきた開校時の教頭 櫻田拓也氏（現 北海道釧路鶴野支援学校長）

を講師として、あいべつ校の開校時に想定していた 5 年後と現在のあいべつ校を比較し、今後

の本校の在り方について考える機会にしたいと思います。 

 また、地域の学校から見たあいべつ校についてご意見をいただき、これからのセンター的機

能や本校の今後の展開に生かして行きたいと思います。 

 

 


